
走塁指導をする田尾さん

元
プ

ロ
野
球
選
手
の
田
尾
安
志
さ
ん
を

招
い
て
の
野
球
教
室
が
十

一
月
十
四
日
、

高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し

た
。学

校
週
五
日
制
に
伴
う
休
日
の
有
効
利

用
の

一
環
と
し
て
町
内

の
小

。
中
学
校
及

び
高
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
元
プ

ロ
野

球
選
手
の
講
演
と
直
々
の
実
技
指
導
に
よ

り

『
野
球
と
人
生
観
』
を

学
び
、
技
術
の
向
上
は
も

と
よ
り
野
球
を
通
し
て
礼

儀
正
し
い
健
全
で
豊
か
な
明
る
い
青
少
年

の
育
成
を
目
的
に
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
と
町
野
球
協
会
が
共
同
で
主
催
し
た
も

の
で
す
。

本
町
で
初
め
て
の
元
プ

ロ
野
球
選
手
を

招
い
て
の
野
球
教
室
に
は
、
町
内
外
の
小

。
中
学
校
か
ら
約
１５０
人
の
児
童

・
生
徒
が

参
加
。
高
森
高
校
体
育
館
で

『
わ
た
し
の

野
球
人
生
』
と
題
し
て
行
わ
れ
た
田
尾
さ

ん
の
講
演
を
聞
い
た
参
加
者
は
、
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
て
実
技
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

ま
ず
、
田
尾
さ
ん
と

一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
ス
ト
レ
ツ
チ
体
操
を
し
て
実
技
に
移

り
、
走
塁
の
方
法
か
ら
指
導
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、

キ

ャ

ツ
チ
ボ
ー

ル
や
守
備
、
バ

ツ
テ
イ
ン
グ
な
ど
の
実
技
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

最
後
に
参
加
者
か
ら
、
グ

ロ
ー
ブ
の
出

し
方
や
冬
場
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
グ

ロ
ー

ブ
の
手
入
れ
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
質
問
。

田
尾
さ
ん
も

一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

1992年

厨
W

、2ノ

12広 報

●   ●

●   ●

No.400
平成 4年 12月 5日 発行

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・
「

AX2 1174

議
‐ `

▲野球教室

奢

(12ベージ|こ関連記事掲載)

人□の動き
(11月 4日現在)

世帯数 2,539(± ○)

彙 か もリ

ゴ,Jれ

編

集

後

記

一
九
九
二
年
も
残
す
と
こ
ろ

一

カ
月
足
ら
ず
と
な
り
誅
し
た
。
み

な
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の

一
年
を
ふ

り
返
っ
て
み
た
ら
い
か
が
な
も
の

で
し
よ
う
か
。

私
も
い
い
こ
と
＼
わ
る
い
こ
と

決
で
に
う
な
ん
で
き
決
す
。
で
も
、

私
に
は

一
年
間
が
非
常
に
は
や
く

す
ぎ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

広
報
紙
も

一
年
の
し
め
＜
く
り

の
十
二
月
号
を
つ
＜
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
＼

少
し
で
も
親
し
ん
で
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
紙
面
づ
く
り
に
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

意
見
、ご
要
望
ど
あ
り
泳
し
た
ら
、

広
報
係
水
で
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
き
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

一　

一総

男

女

(1)

おめで

寛喜
ホんやち

”
香

ら
智

一
本

〕
守

男のんさ
二

子

‥
語

友

美

′
υ

二

ン

パ
コ

く

４

，ち

・

”晃
１０〓示

ま
山

”

一
良

Ｔ

´
吉

鰤

赤 ち や ん
だんじよう

(高 森)9・ 22生 絹 子

児玉 」1薦ちゃん 真 ~
(高森〉9・ 24生  清 美
害薄 廉書ちゃん 賛 巳
(津留)9・ 284 ‐和 江

森 佐イ白 秀康 佐伯 ヨシ 64

森 片山 二郎 片山 王子 61

〈香典返 し〉佐伯秀康、片山二郎、渡

邊博巳

毯こ翁―夕資iこ 1材
略イ
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さんの長女

さんの長男

んさ の長 女

■

■■

(高 森)10・ 6

甲斐 春呑ち

(高森)

甲斐

下日

俊

(高森)10・ 16生

後藤 動|1奈 ちゃ
9イ 11

祐
六

ぶ
｀

人,進 ん寛 ち ゃ田代 2のん 男さ
生 子

昭 ・男んや ■ 3のん 女さ
0 16生 枝不日

男昭ん政紀ちや
さん の長 男

枝

ん
2のん 女

高森)10・ 1 芳 江

幸ち んや
ん 女の長

10 し の

/村嶋 立章

吉`「 1 知 子
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司
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六阿蘇絵画展・文化祭・町民音楽祭

月薫ろ芸グの変婢

ア
イ

ロ
ン
が
け
は
、
ワ
イ
シ
ヤ

ツ
の
ア
イ

ロ
ン
が
上
手
に
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て

一
人
前
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

襟
、
そ
で
日
、
肩
山
の
か
け
方
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ツ
を
、

紹
介
し
ま
す
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ

ロ
ン
が
け

で

一
番
難
し
い
の
は
、
襟
と
い
っ

て
い
い
で
し
よ
う
。
襟
の
縫
い
目

な
ど
に
シ
フ
を

つ
く
ら
な
い
た
め

に
、
ま
ず
襟
全
体
に
霧
を
吹

い
て

襟
の
裏
側
か
ら
ア
イ

ロ
ン
を
六
分

通
り
か
け
ま
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、

片
手
で
縫
い
目
を
強
く
引

っ
張
り
、

ア
イ

ロ
ン
が
け
を
し
ま
す
。
こ
う

す
る
と
、
生
地
が
ピ
ン
と
な
り
、

表
側
が
か
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

仕
上
げ
は
表
側
で
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
表
返
し
て
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
ま

す
。
こ
の
と
き
、
襟
先
の
ほ
う
か

ら
襟
の
中
心
に
む
か
い
、
ア
イ

ロ

で
幅
を
広
げ
、
カ
ウ
ス
の
裏
側
を

七
分
通
り
か
け
ま
す
。
そ
の
後
ワ

イ
シ
ャ
ツ
を
表
に
し
、
そ
で
全
体

に
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
ま
す
。
こ
の

と
き
、
生
地
が
折
り
重

っ
た
下
側

に
シ
ワ
が

つ
か
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
よ
う
。

色
の
濃
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
場
合
、

ア
イ

ロ
ン
を
か
け
た
後
、
生
地
が

光
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ

ロ

ン
の
温
度
が
高
す
ぎ
る
の
が
原
因

で
す
が
、
水
で
二
倍
に
薄
め
た
酢

を
布
に
含
ま
せ
、
光

っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
ふ
き
、
当
て
布
を
し
て
、

も
う

一
度
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
る
と

光

っ
て
い
る
の
が
目
立
た
な
く
な

り
ま
す
。

草
　
部

・
木

●   ●

●   ●

バ
ス
タ
オ
ル
を
小
道
具
に

ン
の
先
を
使

っ
て
プ
レ
ス
し
ま
す
。

逆
に
、
襟
先
の
ほ
う
に
む
け
て
ア

イ

ロ
ン
を
か
け
る
と
、
縫
い
目
に

た
る
み
が
出
た
り
、
表
に
ゆ
る
み

が
で
た
り
し
ま
す
。

そ
で
日
の
ア
イ

ロ
ン
か
け
は
、

最
初
に
そ
で
口
に
手
を
入
れ
て
そ

肩
山
を
ア
イ

ロ
ン
が
け
す
る
と

き
は
、
裏
側
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
二

つ
折
り
に
し
て
あ
て
が
う
の
が
ポ

イ
ン
ト
。
そ
し
て
、
肩
か
ら
襟
に

む
か

つ
て
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
ま
す
。

こ
う
す
る
と
、
シ
ワ
は
で
き
ま
せ

ん
。

川 郷

部

秀

貝ll

☆ 仕事は楽しいですか

今は少なくなった大自然の中でヤマメ

の養殖ができるので、 とてもや りがいが

あります。

☆ 今、いちばんや りたいことは

ヨーロッパ旅行をして見たい。日本は

目まぐるしく変わっているけどヨーロッ

パは100年周期位でゆっくり変貌している

ので是非行きたい。

☆ どんな町づ<りを望みますか

若い人達が少なくなった と思 う。少 し

でも多 くの若い人達がのこるような町に

してほしい。

(11)

さ

ん

囲

期間中約730人 が訪れた大阿蘇絵画展

趣

①村山地区農業用水供給設備工事北工区 (工期

平成 4年 11月 19日 ～平成 5年 3月 15日 )

10,948,900円 m九 電工南阿蘇営業所

②村山地区農業用水供給設備工事南工区 (工期

平成 4年 11月 19日 ～平成 5年 3月 15日 )

12,380,600円  (株藤   本‐   組
今村町長より表彰を受ける松浦さん

ア ワ

イ イ
ロ シ
ン ヤ
の ツ
か の
セナ
方

jnz i -)t,
■勤務先

■趣 味

■血液型

川部養魚場

車・カラオケ

おだやかな0型

十

/ヽｎ
＝

１２

月

２７

日

１

月

１

日

馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

東
　
　
医
　
　
院

富
②
０
３
０
９

中

村

医

院

圏
⑦
２
３
３
３

立

野

病

院

圏
③
０
１
１
１

寺

崎

医

院

12 12  12
月 月 月
23  20  13
日  日  日

1

月
2
日

南
郷圏
谷②
整 0
形 3
タト7
科 8

圏
②
３
３
５
１

１
月
３
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

ユ円

ら午後
時 まで

療

か

診

時

グランプリを獲得した松浦さんの作品「夕立」

(2)

lafi6u
黙|～ |

y

賊

写¨
難ヾ

文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
本
町
で
も
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
ま

し
た
ｏ
卜‐‐‐‐‐
ツ
プー‐‐‐を
き‐‐‐‐‐

，
で
、
大
趾
蘇
絡
画
展
が
十
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
日
讀
で
ヽ
林
業
総
合‐
セ
ン
タ
ト
０
開
か
れ
ま
し
た
。
〈フ年

二
回
目
を
迎
え
た
絵
画
展
ほ
は
町
内
外
か
ら
力
作
百
五
．十
六
点
の

応
募
が
あ
り
、
熊
本
市
の
松
浦
桂
子
さ
ん
が
み
ご
と
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
ｆ
・

．・
　

・
　

．　

．

十
月
二
十
日
に
は

「手
づ
＜
り
の
音
楽
会
」
町
民
音
楽
祭
が
、

高
森
‐中

学
校
本
書
館
で
開
か
れ
、
約
三
百
人
の
観
客
が
来
場
し
ま

し
た
ｒ
〈フ年
で
十
五
回
を
迎
え
た
音
楽
祭
に
は
、
高
森
中
学
校
か

ら
四
人
の
先
生
に
よ
る
バ
ン
ド
も
初
出
演
“
会
場
が
ら
盛
ん
な
声

援
を
受
け
て
‐い
詳

．レ
た
一
ま
か
、
十

一
月

一
日

・
二
日
の
両
日
に

は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
■
で
第
二
十
四
回
高
森
町
文
化
祭
が
開
か

れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
文
化
の
薫
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
ｏ

.|・    ‐■|‐

鰺

藤鶴|

´

果玄士
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年
　
　
金

県

民

提

案

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１２
月
１４
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

私
た
ち
が
毎
日
多
量
に
排
出
し

て
い
る
家
庭
ご
み
の
中
に
は
、
使

用
で
き
る
も
の
や
再
び
資
源
と
し

て
利
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
で

は
、
次
の
と
お
り
家
庭
ご
み
の
減

量
化

。
資
源
化
に
関
す
る
い
ろ
ん

な
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
テ
ー

マ
／
自
由
で
す
。
例

え
ば
、
「ど
の
家
庭
で
も
で
き
る
ご

み
の
減
量
化
の
方
法
に
つ
い
て
」
「我

が
家
で
の
家
庭
ご
み
の
再
利
用
に

つ
い
て
」
な
ど

■
応
募
資
格
／
県
内
在
住
の
方

（た
だ
し
、
議
会
議
員
及
び
市
町

村
長
は
除
き
ま
す
）

■
応
募
方
法
／
４００
字
詰
め
原
稿
用

紙

（５
枚
以
内
）
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
及
び
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
〒
８
６
２
熊
本

市
水
前
寺
６
１
１８
１
１
　
熊
本
県

広
報
課

「県
民
提
案
」
係
ま
で

■
募
集
期
間
／
平
成
５
年
１
月
３０

日

（土
）
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

優
秀
な
作
品
に
は
賞
状
及
び
賞

金
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

熊
本
県
広
報
課
８
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１

（内
３
１
３
４

・

３
１
３
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。育

成

資

金

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
が
要
因
で
死
亡

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
さ
ま
に
、

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
お
子
さ
ま

■
申
込
者
／
そ
の
お
子
さ
ま
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者

■
金
　
額
／
は
じ
め
に

一
時
金
十

四
万
三
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎
月

一
万
八
千
円
、
入
学
支
度
金

（小

・
中
学
入
学
時
）
四
万
円

■
期
　
間
／
貸
付
が
決
定
し
た
月

か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

■
利
　
子
／
無
利
子

■
返
　
還
／
割
賦
に
よ
る
無
理
の

な
い
、
二
十
年
以
内
の
均
等
払
い

で
す
。

■
返
還
猶
予
／
中
学
卒
業
後
、
高

校

・
大
学
等
に
進
学
し
た
場
合
に

は
、
在
学
期
間
は
返
還
を
猶
予
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
熊
本
支
所

（
８
０
９
６

・
３
２
２

・
５
２
２
９
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
働
き
た
い
女
性
の
た

め
に
、
就
業
に
必
要
な
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

■
科
　
目
／
ワ
ー
プ

ロ

■
期
　
間
／
平
成
５
年
１
月
２１
日

か
ら
２
月
２６
日
の
毎
週
月

・
火

。

木

。
金
曜
日
で
、
午
前
１０
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

■
受
講
資
格
／
受
講
後
就
業
を
希

望
す
る
女
性

■
受
講
料
／
無
料

■
定
　
員
／
２０
名

■
会
　
場
／
熊
本
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー

（熊
本
市
）

■
受
付
期
間
／
平
成
５
年
１
月
５

日

（火
）
か
ら
６
日

（水
）
の
午

前
９
時
３０
か
ら
午
後
３
時
ま
で

詳
し
く
は
、
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー

（
８
０
９
６

・
３
５
４

・
２
３
０
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
、
特
に
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
る
ほ
か
、
交
通
量
の

増
加
や
気
ぜ
わ
し
さ
も
加
わ
り
、

交
通
事
故
の
多
発
が
考
え
ら
れ
、

広
く
県
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
、
県
民

一
人
ひ
と
り
に
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通

マ
ナ

ー
の
向
上
を
啓
発
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
期
　
間
／
１２
月
２４
日

（木
）
か

ら
平
成
５
年
１
月
３
日

（日
）
ま

で
の
Ｈ
日
間

■
運
動
の
重
点
目
標

１
若
者
の
無
謀

（暴
走
）
運
転
の

追
放

２
飲
酒

・
過
労
運
転
の
防
止

３
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
文
化
祭

聟又
コR

一同
一寺
字̈
一枚
〓晟

聟

“

横饉
躍闘

爾 覇

ア トラクションとして日本舞踊 も披露 され ました

好評だった高森中学校先生によるバン ド演奏

森町文lL祭

文
化
祭
の
席
上
で
行
わ
れ
た
ち
び
っ
子

ス
ケ
ツ
チ
大
会
の
表
彰
式 ●   '

●   ●

町

民

音

楽

祭

成
|

人
_」ら

「
ヽ

■と き 平成 5年

午前10時

■ところ

林業総合センター
■参加できる人

昭和47年 4月 2日 から昭和48年 4

月 1日 までに生まれた人

■申込期 日 12月 19日 (土 )

■申込先 教育委員会

詳 しいことについては、教育委員

会 (8② llll)におたずね ください。

今年の成人式

4  ^
:月 0日

技

術

講

習
会

防交

止通

運事

動故

12116e CzK) 12125a(#.) EtF"l e E+-158+ (10)

恒例となった高森中吹奏楽部の演奏高森保育園は親子のコーラスを披露

(3)

お 知 ら せ

■ねi

鰈 本 暴 書 繭 察 参 加
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0鬱 醸颯機oee

西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり題「礼  儀」

3年

井上 恵里 さん

題 「秋の根子岳」

3年

本田美寿穂 さん

担当の狭間卓史先生がら…学校から見える

根子岳の風景です。見るたびごと|こ、様々
な表情を見せて<ねます。校内写生大会の
日 |こ描いたものですが、秋空の透明感が良
く表現できています。

見
て
い
る
だ
け
で
心
が
安
ら
ぐ

全
身
金
色
に
ぬ
ら
れ
た
十

一
面
観
音
さ
ん

全
身
が
金
色
に
ぬ
ら
れ
、
見
る

か
ら
に
ふ
く
よ
か
で
や
さ
し
い
お

顔
立
ち
の
観
音
さ
ん
で
す
。

頭
の
上
に
は
小
さ
い
お
顔
が
い

っ
ぱ
い
乗

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

が
十

一
面
観
音
さ
ん
の
特
徴
で
す
。

や
さ
し
い
顔
が
三
面
、
お
こ
っ
た

顔
が
三
面
、
牙
を
だ
し
て
い
る
顔

が
三
面
、
そ
し
て
大
笑
い
の
顔
が

一
面
、
さ
ら
に

一
番
上
の
仏
様
の

顔
を
含
め
て
十

一
面
と
な
る
わ
け

で
す
。
台
座
と
な
る
蓮
の
花
に
座

ら
れ
、
手
に
は
水
瓶
を
持
ち
、
み

ん
な
の
願
い
を
じ
っ
と
聞
い
て
い

ら

っ
し
や
る
感
じ
が
し
ま
す
。

や
さ
し
い
お
顔
と
波
打

つ
衣
な

ど
、
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
安
ら

ぐ
の
を
覚
え
ま
す
。

背
中
に
あ
り
ま
す
光
背
を
含
め

る
と
台
座
か
ら
の
高
さ
が
約

一
肝

に
も
な
る
立
派
な
観
音
さ
ん
で
す
。

さ
て
、
仏
様
を
お
ま

つ
り
す
る

場
合
、
普
通
は
本
尊
を
守
護
す
る

た
め
に
脇
侍
と
い
っ
て
、
別
の
仏

様
が
両
脇
に
安
置
さ
れ
ま
す
。
釈

迦
如
来
で
し
た
ら
勢
至
菩
薩
と
観

世
音
菩
薩
、
薬
師
如
来
で
し
た
ら

日
光
菩
薩
と
月
光
菩
薩
と
い
っ
た

具
合
に
な

っ
て
お
り
、
観
世
音
菩

薩
と
い
わ
れ
る
観
音
様
に
は
、
不

毘
沙

王

と
が
守
護
神

と
し
て
安
置
さ

れ
ま
す
。

こ
こ
で
も
向

か

っ
て
右
側
に

不
動
明
王
と
思

わ
れ
る
仏
様
が

い
ら
ら

し
や
い

ま
す
。
か
な
り

傷
ん
で
お
り
、

手
の
持
ち
物
な

ど
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
背
中
の
光

背
か
ら
も
た
ぶ
ん
不
動
明
王
で
し

よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と

に
そ
の
隣
に
は
高
さ
約
二
肝
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
不
動
明
王
の

立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

う
る
し
や
金
ぱ
く
は
施
し
て
な
く
、

本
を
彫
り
あ
げ
て
そ
の
ま
ま
の
色

と
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

か
な
り
大
き
い
こ
と
か
ら
、
以

前
は
ど
こ
か
で
本
尊
と
し
て
ま

つ

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
観
音
さ
ん
だ
け
で
な
く

不
動
明
王
ま
で
見
せ
て
い
た
だ
き
、

気
分
も
晴
々
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で

帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

由
緒
あ
る
お
寺
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
は
観
音
霊
場
め
ぐ

り
が
目
的
で
す
の
で
二
十

一
番
札

所
長
福
寺
に
向
か
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

長
福
寺
が
あ
る
南
在
に
行

っ
て

み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
し
き
も
の

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
意
の
お
も

む
く
ま
ま
に
畜
産
農
家
脇
の
道
路

を
の
ぼ

っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、

農
作
業
中
の
奥
さ
ん
に
た
ず
ね
て

み
ま
し
た
。
な
ん
の
こ
と
は
な
く

「あ
―
た
が
う
し
ろ
で
す
た
い
」

と
い
わ
れ
、
振
り
向
い
た
と
こ
ろ

意
気
投
合
　
何
ン
軒
梯
子
し
た
も
ね
ろ

人
生
と
は
　
シ
ナ
リ
オ
の
無
ァ
ド
ラ
マ
た
い

又
か
　
良
識
の
府
が
な
き
お
る
ぞ

困

っ
た
も
ん
　
才
能
が
村
捨
て
さ
す
る

お
粗
末
　
オ
シ
ボ
リ
も

「カ
ビ
」
臭
ア
宿

人
生
と
は
　
遺
影
に
な

っ
て
あ
る
評
価

困

っ
た
も
ん
　
酔
う
と
悲
し
ゅ
う
な
ら
す
酒

人
生
と
は
　
色
即
是
空
で
し
た
ナ
ァ

意
気
投
合
　
方
言
で
肩
叩
き
合
い

に
長
福
寺
は
あ
り
ま
し
た
。

石
積
み
と
石
の
段
階
が
設
け
て
　
は

あ
り
、
お
寺
と
し
て
の
た
た
ず
ま

い
を
み
せ
て
い
ま
す
。
鐘
が
さ
が

る
入
り
口
を
入

っ
て
み
ま
す
と
、

こ
こ
に
も
十

一
面
観
音
様
が
い
ら

つ
し
や
い
ま
し
た
。

さ
き
ほ
ど
の
含
蔵
寺
の
観
音
様

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
た
だ
、
全

体
的
に
小
さ
い
こ
と
と
左
手
の
水

瓶
が
蓮
の
花
に
変
わ

っ
て
い
る
く

ら
い
で
し
よ
う
か
。
脇
侍
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
左
手
奥
の
方
に

は
日
本
古
来
の
神
々
が
何
体
も
ま

つ
つ
て
あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
の
神
仏
に
対
す

る
思
い
が
こ
こ
に
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
み
堂
の
中
は
き
れ
い
に
掃

除
さ
れ
、
季
節
の
花
々
が
飾

っ
て

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
本
町
と
も
別
れ

ま
し
て
、
二
十

一
番
札
所
の
清
水

寺
が
あ
り
ま
す
久
木
野
村

へ
と
向

か
い
ま
す
。
　

（次
号

へ
続
く
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

（菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
文
子

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

山
村
ふ
み
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子
　
の

岩
下
　
扶
美

全身金色にぬられた含蔵寺の観音さん

●

●   ●

●担
当
の
伸
田
泰
博
先
生
が
ら
…
左
右
の
組
み
方
が

む
ず
が
し
い
文
字
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
丁
寧

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

門λ動
天λ明

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

子
等
去
り
し
ぶ
ら
ん
こ
の
揺
れ
枯
落
葉

毛
糸
玉
追
う
こ
と
も
な
く
猫
老
い
ぬ

濃
紅
葉
薄
紅
葉
と
て
苑
広
し

道
迷
う
こ
と
も
楽
し
く
照
紅
葉

カ
ウ
ボ
ー
イ
姿
の
車
掌
阿
蘇
小
春

花
亡
波
そ
だ
て
つ
ゝ
風
走
る

荷
も
軽
く
小
春

つ
ゞ
き
の
小
さ
き
旅

時
雨
ぐ
せ
つ
き
て
寺
苑
に
祈
る
も
の

凩
の
か
け
ぬ
け
て
い
く
路
地
の
裏

と
も
ど
も
に
老
い
を
笑
う
や
菊
の
宿

長福寺の |1面観音さん

高 森東 中学 校

ヽ

由
　

　

　

　

ｂ

掛
η
上

鬱
J=

僣
レ
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み
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広報係 へ ご 連絡 下 さい

● 21111

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
賞
受
賞
の
表

彰
式
が
十

一
月
四
日
、
熊
本
市

の
火
の
国

ハ
イ
ツ
で
開
か
れ
、

本
町
か
ら
高
森

・
下
町
の
馬
原

益
夫

（４８
）
さ
ん
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機

構
が
、
毎
年
学
校
造
林
に
顕
著

な
功
績
が
あ

っ
た
者
に
ノ
ー
ス

ロ
ツ
プ
賞
と
名
づ
け
て
表
彰
し

て
い
る
も
の
で
、
十
八
回
目
の

今
年
は
、
全
国
で
十
人

（九
組
）

九
州
で
は
た
だ

一
人
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

馬
原
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
十
八
年
間
、
高
森
小

・

中
学
校
の
学
校
林
の
手
入
れ
を

続
け
ら
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

最
初
は
、
小
学
校
の
緑
化
委

員
を
さ
れ
た
の
が
き

つ
か
け
で
、

現
在
は
、
緑
化
委
員
の
顧
間
と

た
。
小
学
校
に
緑
化
委
員
が
で

き
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
山
の

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
し
た
」
と
馬
原
さ
ん
。
ま
た
、

「そ
の
後
、
緑
化
委
員
の
皆
さ

ん
が
、　
一
丸
と
な

っ
て

一
生
懸

命
に
手
入
れ
を
や

つ
て
き
た
お

か
げ
で
、
今
の
学
校
林
に
な
り

ま
し
た
」
と
。

小

・
中
学
校
合
わ
せ
て
約
二

夕^ル
の
学
校
林
に
は
、
杉
と
ひ
の

き
が
立
派
に
育

っ
て
お
り
、
両

学
校
林
と
も
除
伐
や
間
伐
は
済

ん
で
、
大
き
く
な
る
の
を
待

つ

ば
か
り
だ
そ
う
で
す
。

「現
時
点
で
、
半
分
以
上
は

材
料
に
な
る
木
に
育

っ
て
い
ま

す
。
後
十
年
す
れ
ば
立
派
な
学

校
林
に
な
り
ま
す
。
手
入
れ
す

る
と
す
れ
ば
、
間
伐
し
て
木
と

木
の
間
を
広
く
す
る
く
ら
い
で

す
か
ね
」
と
、
十
八
年
間
見
守

っ
て
き
た
学
校
林
の
感
想
を
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
林
の
手
入
れ
を
続
け
て
十
八
年

第
十
八
回
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
賞
受
賞

表彰状を手に喜びの馬原さん

し
て
、
学
校
林

の
手
入
れ
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

「学
校
林
と

言

っ
て
も
最
初

の
頃
は
ほ
と
ん

ど
が
薮
で
、
山

に
な
る
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
し

平成 5年 1月 1日 から

戸籍と登記の手数料が変わります
戸籍手数料令の一部改正により、戸

籍謄抄本の手数料が表のとお り改定に

なります。

また、登記簿謄抄本、登記事項証明

書の交付に要する手数料も下記の表の

とお り改定になります。
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手
数
料
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‐登
記
手
数
料

一
覧
表
―
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人
権
文
集

「地
鳴
」
か
ら

水
俣
病
の
こ
と
を
勉
強
し
て

わ
た
し
は
、
「
こ
の
子
と
と
も
に
」

と
い
う
き
ず
な
に
あ
る
話
を
読
ん

で
、　
一
番
く
や
し
か

っ
た
の
は
、

チ

ッ
ソ
エ
場
が
ば
い
し
ょ
う
金
を

は
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

自
分
た
ち
は
し
て
い
な
い
と
言

っ

た
こ
と
で
す
。

も
う

一
つ
は
、
水
俣
病
に
な

っ

た
人
た
ち
が
、
せ
け
ん
か
ら
冷
た

い
日
で
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

な
に
も
な
り
た
く
て
な

っ
た
わ
け

で
も
な
い
の
に
、
う

つ
る
と
か
言

わ
れ
て
と
て
も
く
や
し
か

つ
た
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
も
し
か
す
る
と
、

日
の
前
に
水
俣
病
に
な

つ
た
人
を

見
た
ら
、
冷
た
い
目
で
見
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

ん
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
の
人
の
こ
と
を
考
え

た
ら
、
ぜ

っ
た
い
に
そ
う
い
う
こ

と
は
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。

こ
の
話
に
で
て
き
た
お
父
さ
ん

は
、
せ
け
ん
の
人
た
ち
か
ら
、
「ば

い
し
ょ
う
金
を
く
れ
」
と
言
う
と

「ボ
ー
ナ
ス
が
減
る
か
ら
い
ら
ん

こ
と
は
言
う
な
」
と
ひ
ど
い
こ
と

を
言
わ
れ
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い

で
チ

ッ
ソ
エ
場
を
う

っ
た
え
て
、

さ
い
ば
ん
を
お
こ
し
て
い
っ
た
の

で
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
だ

つ
た
ら
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
の
に
、
こ

の
お
父
さ
ん
は
悪
い
と
思

っ
た
こ

と
に

一
生
け
ん
命
た
た
か

っ
て
い

っ
た
の
で
、
と

っ
て
も
と

つ
て
も

す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

公
害
な
ど
を
な
く
し
て
、
こ
ん

な
い
や
な
思
い
を
し
た
り
す
る
人

が
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

草部南部小 6年

田上智恵美 さん

⑦
届
書
そ
の
他
の
書
類
の
閲
覧

⑥
上
質
紙
を
用
い
た
受
理
証
明
書

（婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子

離
縁
又
は
認
知
の
届
出
）

⑤
届
出

・
申
請
の
受
理
又
は
届
書

そ
の
他
の
書
類
の
記
載
事
項
の

証
明
書

④
除
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す

る
証
明

③
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す

る
証
明

②
除
籍
の
謄
抄
本

①
戸
籍
の
謄
抄
本

申
　
　
請
　
　
内
　
　
容

書
類

一
件三

〇
〇
円

一
通一

、

三
〇
〇
円

一
通

三
〇
〇
円

証
明
事
項

一
件

四
〇
〇
円

証
明
事
項

一
件

三
〇
〇
円

一
通

七
〇
〇
円

一
通

四
〇
〇
円

手

数

料

額

⑩
鉱
害
賠
償
登
録
簿
又
は
そ
の
附
属
書
類
の
閲

酵見

③
鉱
害
賠
償
登
録
簿
の
謄
本

・
抄
本

一
通
の
枚
数
が

一
〇
枚
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
超
え
る
枚
数
五
枚
ま
で
ご
と
に
加
算
す
る
額

③
印
鑑
の
証
明
書

⑦
登
記
事
項
に
変
更
が
な
い
こ
と
、
あ
る
事
項

の
登
記
が
な
い
こ
と
の
証
明

⑥
地
図
又
は
建
物
所
在
図
の
閲
覧

⑤
地
図
又
は
建
物
所
在
図
の
全
部
又
は

一
部
の

写
し

④
登
記
事
項
要
約
書

一
登
記
記
録
に
関
す
る
記
載
部
分
の
枚
数
が
五
枚
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
超
え
る
枚
数
五
枚
ま
で

ご
と
に
加
算
す
る
額

③
登
記
簿
又
は
そ
の
附
属
書
類
の
閲
覧

②
商
号

。
未
成
年
者

。
後
見
人

・
支
配
人
登
記

簿
の
謄
本

・
抄
本

①
登
記
簿
の
謄
本
・抄
本
、
登
記
事
項
証
明
書

一
通
の
枚
数
が

一
〇
枚
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
超
え
る
枚
数
五
枚
ま
で
ご
と
に
加
算
す
る
額

申
　
　
請
　
　
内
　
　
容

一
登
録
用
紙
（事
件
）

四
〇
〇
円

一
通

八
〇

〇
円

二
〇
〇
円

一
件

四
〇
〇
円

一
件

四
〇
〇
円

一
枚

四
〇
〇

円

一
筆
（個
）

四
〇

〇
円

一
登
記
記
録

四
〇

〇
円

一
〇
〇
円

一
登
記
用
紙
（事
件
）

四
〇
〇
円

一
通

四
〇
〇
円

一
通

八
〇

〇
円

二
〇
〇
円

手

数

料

額
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XS

町
の
話

話題 があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(圏②llll)

中
学
校
文
化
祭
で

生
徒
が
神
楽
を
披
露

十

一
月
は
文
化
祭
の
シ
ー
ズ

ン

で
す
。
町
内
の
三
つ
の
中
学
校
で

も
各
学
校
の
特
長
を
生
か
し
た
文

化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

草
部
中
学
校
で
も
十

一
月
二
十

二
日
、
同
中
学
校
体
育
館
で
文
化

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
体
育
館
に

は
、
生
徒
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
各
学
年
ご
と
に
弁

論
や
英
語
暗
唱
、
劇
を
、
ま
た
、

母
親
の
合
唱
、
父
親
に
よ
る
英
語

劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
吉
見
神
社
神
楽
保
存

会
の
指
導
の
も
と
練
習
を
続
け
て

き
た
神
楽
を
、
二
年
生
男
子
全
員

で
披
露
。
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

文化祭で人気のあった中学生神楽

高森小学校4年

津留慎太郎 くん
熊 日賞に輝いた作品

家庭看護の技術を学習

津
留
慎
太
郎
く
ん
熊
日
賞
を
受
賞

風
鎮
祭
熊
日
ち
び

っ
子
ス
ケ
ッ
チ
大
会

平
成
四
年
度
風
鎮
祭
熊
日
ち
び

っ
子
ス
ケ

ッ
チ
大
会

（熊
日

・
高
森
町

・
町
商
工
会
共

催
）
の
表
彰
式
が
十

一
月
二
日
、
町
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
は
、
高
森
町
を
中
心

と
し
て
行
わ
れ
る
風
鎮
祭
諸
行
事

（造
り
物

や
各
種
演
芸
な
ど
）
の

一
環
と
し
て
、
ま
つ

り
や
郷
土
の
身
近
な
生
活
の
様
子

（盆
踊
り

・
村
祭
り

ｏ
キ
ヤ
ン
プ
な
ど
）
を
画
題
に
募

集
、
毎
年
十

一
月
行
わ
れ
る
町
文
化
祭
で
表

彰
、
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
は
町
内
外
の
小

学
校
か
ら
四
百
四
十
二
点
の
作
品
が
出
品
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
津
留
慎
太
郎
く
ん
が
熊

日
賞
に
輝
い
た
の
を
は
じ
め
、
文
化
協
会
賞
、

高
森
町
賞
な
ど
特
選
十
二
人
に
表
彰
状
と
盾
、

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
選
三
十
人
、
佳
作
六
十
人
、
奨

励
賞
十
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
賞
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
選
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

（敬
称
略
）

▽
熊
日
賞
　
津
留
慎
太
郎

（高
森
小
四
年
）

▽
文
化
協
会
賞
　
田
上
智
恵
美

（草
部
南
部

小
六
年
）
▽
高
森
町
賞
　
森
田
　
ち
ひ
ろ
（高

森
小
三
年
）
▽
町
議
会
賞
　
ほ
り
せ
い
す
け

（高
森
小
二
年
）
▽
町
商
工
会
賞
　
岩
下
幸

晃

（色
見
小
四
年
）
▽
教
育
委
員
会
賞
　
二

子
石
文
絵

（草
部
北
部
小
六
年
）
▽
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
　
い
わ
し
た
ふ
み
や

（色
見

小

一
年
）
▽
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
高
森
中
央
支
所
賞

に
し
だ
た
だ
た
か

（草
部
南
部
小
二
年
）

▽
南
部
阿
蘇
畜
協
賞
　
井
綾
乃

（高
森
小
五

年
）
▽
熊
北
産
業
交
通
賞
　
佐
藤
文
徳

（上

色
見
小
五
年
）
▽
肥
後
銀
行
賞
　
す
み
よ
し

は
や
と

（高
森
小

一
年
）
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
賞
　
嶋

田
大
輔

（野
尻
小
三
年
）
▽
商
店
会
賞
　
山

村
薫

（高
森
小
六
年
）

生
涯
学
習
に
一役

高
齢
者
学
級
閉
講
式

生
涯
学
習
の

一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
平
成
四
年
度
高
森
町
高
齢
者

学
級
の
閉
講
式
が
、
町
内
の
四
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
二
十
六
日
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
高
森
地
区
の
閉
講
式

に
は
受
講
生
三
十
七
人
が
出
席
。

松
野
教
育
長
よ
り
皆
勤
賞
が
十
六

人
の
代
表
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
四
地
区
で
二
百
二
人
が

受
講
、
高
森
の
他
で
は
、
河
原
地

区
で
十
六
人
、
草
部
北
部
地
区
で

二
人
の
方
が
皆
勤
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

五
月
に
開
講
し
た
高
齢
者
学
級

は
高
千
穂
町

へ
修
学
旅
行
な
ど
八

回
に
分
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
八
年
後
に
迎
え
る
２１
世
紀
を
担

っ
て

い
け
る
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
子
育
て
を

今

一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

講
演
が
あ
り
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
に
も

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
も
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
、

年
金
相
談
や
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
で
相
談
を

し
た
り
、介
護
の
体
験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
福
祉
施
設
や
精
神
障
害
者

コ
ー
ナ

ー
で
は
、
施
設
や
制
度
の
紹
介
や
作
品
の
展

示
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各種 コーナーでにぎわう会場

●   ●

●   ●

第
四
回
阿
蘇

・
健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
が

十

一
月
十
四
日
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
に
住
む
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
健
康

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
阿
蘇
地
域
保
健

・
福
祉
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
と
町
が
行

っ
た
も
の
で
す
。

午
前
中
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
慈
愛
園

乳
児
ホ
ー
ム
園
長
の
潮
谷
義
子
先
生
が

「２１

世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
ゆ
た
か
に
」
と
題
し

て

「現
在
、
子
供
か
ら
大
人
に
な
り
た
く
な

い
と
思

っ
て
い
る
子
供
が
増
え
て
い
ま
す
。

平成 4年度第 5回 目の家庭看護教室が11月 18日 、

林業総合センターで開かれました。

阿蘇保健所が、高齢者特に寝たきり対策 として、

家庭での実際的な看護、介護の技術の習得を図 り、

寝たき りの人を抱える家族などへの支援のできる

人を育成 しようと行っているもので、町内外から

17人の受講生が出席 しました。

今回は、障害をもっている人の介護、障害を持

っている人が残された機能を生かせるような介護

技術を身につけることをね らいに、「排泄の世話」

について学習が行われました。

まず、恥ずかしいので人 目につかないようする

とかその人のペースに合わせる、人の出入 りの少

ない時にするといった、排泄の世話をうける側の

気持ちを知 り、介護の方法を学ぶなど 「排泄の大

切 さ」「排泄介護の大切 さ」について学習。午後か

らは、受講生 自らが交替でモデルにな り、便器・

尿器のあて方やオムツ交換の方法をグループに分

かれて実習 し、排泄の介護技術について学びまし

た。

閉講式の講演に聞き入る受講生のみなさん

(6)

“
ヽ` コ

′ 窯劃

励①
|

介護の方法を真剣に見つめる受講生

(7)

鶉

．．
●

跛 |‐
‐■

瞥

1硼ロ

鼈

健
康
な
生
活
を
送
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
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